
令和５年度 香川県立香川西部支援学校

Ａ Ｂ C D N 合計 Ａ Ｂ C D N 合計 Ａ Ｂ C D N 合計 Ａ Ｂ C D N 合計

36 4 36 4 0 0 0

90% 10% 0% 0% 0% 90% 10% 0% 0% 0%

20 9 20 9 0 0 0

69% 31% 0% 0% 0% 69% 31% 0% 0% 0%

30 11 1 30 11 0 0 1

72% 26% 0% 0% 2% 72% 26% 0% 0% 2%

36 4 25 4 31 10 1 92 18 1 0 0

90% 10% 0% 0% 0% 86% 14% 0% 0% 0% 74% 24% 2% 0% 0% 83% 16% 1% 0% 0%

27 12 1 12 15 1 1 21 19 2 60 46 1 0 4

68% 30% 0% 0% 3% 42% 52% 3% 0% 3% 50% 45% 0% 0% 5% 54% 41% 1% 0% 4%

21 13 1 1 4 15 9 2 3 18 17 2 5 54 39 5 1 12

53% 33% 2% 2% 10% 52% 31% 7% 0% 10% 43% 40% 5% 0% 12% 49% 35% 5% 1% 10%

31 7 2 19 9 1 28 10 4 78 26 0 0 7

78% 18% 0% 0% 4% 66% 31% 0% 0% 3% 67% 24% 0% 0% 9% 70% 24% 0% 0% 6%

30 7 3 18 10 1 31 10 1 79 27 1 0 4

75% 18% 0% 0% 7% 63% 34% 0% 0% 3% 74% 24% 2% 0% 0% 71% 24% 1% 0% 4%

36 4 22 7 30 10 1 1 88 21 1 0 1

90% 10% 0% 0% 0% 76% 24% 0% 0% 0% 72% 24% 2% 0% 2% 79% 19% 1% 0% 1%

35 5 21 8 29 12 1 85 25 1 0 0

88% 12% 0% 0% 0% 72% 28% 0% 0% 0% 69% 29% 2% 0% 0% 77% 22% 1% 0% 0%

30 9 1 20 9 27 13 1 1 77 31 1 0 2

75% 22% 0% 0% 3% 69% 31% 0% 0% 0% 64% 31% 2% 0% 2% 69% 28% 1% 0% 2%

学校評価（保護者用）　集計結果

〇A「できている」とB「どちらかというとできている」評価を合わせると12項目中11項目で９０％以上でした。残り１項目も
「分からない」を除けば、９０％以上はA「できている」,B「どちらかというとできている」評価で高い評価をいただきました。
今後とも保護者のみなさんから高い評価をいただけるように精進してまいります。

9
「PTA新聞」や「PTAだより」を通
して、本校のPTA活動について理
解できましたか。

40 29 42 111

111

7

「保健だより」や「給食だより」の
内容は、子どもたちの健康・栄養
管理に役立つ内容になっていると
思いますか。

40 29 42 111

8

「個別の教育支援計画」は、子ど
もの実態や保護者・本人の願い
を十分に踏まえ、一人ひとりの教
育的ニーズに応じた支援を学校
と家庭が連携して行うためのツー
ルとなっていると思いますか。

40 29 42

42

111

5

横断歩道や信号機を利用して
行っている交通安全週間の交通
指導や学校周辺での立哨指導、
自転車点検などの交通安全に対
する取組は、子どもたちが交通
ルールを守って、安全に生活する
ために役立っていると思います
か。

40 29 42 111

6

「進路ガイド」や「進路だより」
（昨年度３学期発行）、進路説明
会（講演会）などは、児童生徒の
進路や卒業後の生活を考えるた
めに役立っていると思いますか。

40 29 42

1114

学校の授業や日常生活のなか
で、ICT機器（タブレット端末やパ
ソコンなど）を活用した活動が行
われていると思いますか。

111

3

「人権だより絆（きずな）」や「人
権作品展」は、人権学習の様子
が分かったり、人権について考え
たりする機会になっていると思い
ますか。

40 29 42 111

2

「個別の指導計画」は、担任と保
護者で十分に話し合い、子どもた
ちの実態に合った目標を立て、通
知表や懇談等で適切に評価する
ことができていると思いますか。

40 29 42

40

1

【高等部の保護者のみ回答】
学習活動や行事などを通して、社
会生活に必要な技能や習慣が身
に付いてきていると思いますか。

29

42 42

全  体

１

【小学部の保護者のみ回答】
生活の基礎となる力を育てるため
に、指導内容や指導方法を工夫
し、児童が自分で考えたり選んだ
りする力を育てる授業づくりに努
めていると思いますか。

40 40

番

号
評　　価　　項　　目

小学部 中学部 高等部

1

【中学部の保護者のみ回答】
生活経験を広げながら、集団の
中で生活する力を高める取組が
できていると思いますか。

29 29

令和6年度　学校評価（保護者用）　集計結果
回収率   小学部90.9％（４0/４4）　　中学部93.5％（２9/31）　　高等部９7.7％（42/43）　　全体９4.1％（111/1１8）

【　Ａ：そう思う　　B:どちらかというとそう思う　C：あまりそう思わない　D：そう思わない　N:分からない　】



令和５年度 香川県立香川西部支援学校

令和6年度　学校評価（保護者用）　集計結果

60 46 104

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「人権・同和教育部」 ：『人権だより絆（きずな）』や

『人権作品展』は、人権学習の様子が分かったり、

人権について考えたりする機会になっていると思

いますか。

そう思う どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない そう思わない

分からない

92 18 1 0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「教務部」 ：「個別の指導計画」は、担任と保護

者で十分に話し合い、子どもたちの実態に合っ

た目標を立て、通知表や懇談等で適切に評価す

ることができていると思いますか。

そう思う どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない そう思わない

分からない

78 26 0 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「生徒指導部」 ：横断歩道や信号機を使用して

行っている交通安全週間は、子どもたちが交通

ルールを守って安全に生活するために役立ってい

ると思いますか。

そう思う どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない そう思わない

分からない

79 27 104

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「進路指導部」 ：『進路ガイド』や『進路だより』（3

学期発行）は、児童生徒の進路や卒業後の生活

を考えるために役立っていると思いますか。

そう思う どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない そう思わない

分からない

88 21 1 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「保健指導部」 ：『保健だより』や『給食だより』の

内容は、子供たちの成長や健康に関する情報と

して、家庭生活にも役立つ内容になっていると思

いますか。

そう思う どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない そう思わない

分からない

85 25

1

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「教育支援部」：「個別の教育支援計画」は、子ども

のよりよい生活を目指し、学校と家庭が連携して

必要な支援を行うためのツールとなっていると思

いますか。

そう思う どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない そう思わない

分からない

77 31
1

0

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「総務部」 ：PTA活動（座談会、環境委員会活

動、講演会など）や親の会の余暇活動が効果的

に実施されたと思いますか。

そう思う どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない そう思わない

分からない

そう思う
90%

どちらかと

いえばそう

思う
10%

そう思わ

ない2%

「小学部」 ：生活の基礎となる力を育てるため

に、指導内容や指導方法を工夫し、児童が自分

で考えたり、選んだりする力を育てる授業づくり

に努めていると思いますか。

そう思う
69%

どちらかと

いえばそう

思う
31%

あまりそう

思わない
0%

分からない
0%

「中学部」 ：生活経験を広げながら、集団の中で生

活する力を育てることができていると思いますか。

そう思

う, 72%

どちらかとい

えばそう思う

26%

そう思わ

ない 0%

分からない

2%

「高等部」 ：学習活動や行事などを通して、社会

生活に必要な技能や習慣が身についてきている

と思いますか。

54 39 5 12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「メディア教育部」 ：学校のホームページは、教育

活動の様子をタイムリーに伝え、家庭や地域に必

要な情報を発信できていますか。

そう思う どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない そう思わない

分からない

【中学部の保護者のみ回答】 生活経験を広げながら、

集団の中で生活する力を高める取組ができていると思

いますか。

【高等部の保護者のみ回答】 学習活動や行事などを

通して、社会生活に必要な技能や習慣が身に付いてき

ていると思いますか。

【小学部の保護者のみ回答】 生活の基礎となる力を

育てるために、指導内容や指導方法を工夫し、児童が

自分で考えたり選んだりする力を育てる授業づくりに

努めていると思いますか。

「個別の指導計画」は、担任と保護者で十分に話

し合い、子どもたちの実態に合った目標を立て、通

知表や懇談等で適切に評価することができている

と思いますか。

「人権だより絆（きずな）」や「人権作品展」は、人

権学習の様子が分かったり、人権について考えた

りする機会になっていると思いますか。

学校の授業や日常生活のなかで、ICT機器（タブ

レット端末やパソコンなど）を活用した活動が行

われていると思いますか。

横断歩道や信号機を利用して行っている交通安全

週間の交通指導や学校周辺での立哨指導、自転

車点検などの交通安全に対する取組は、子どもた

ちが交通ルールを守って、安全に生活するために

役立っていると思いますか。

「進路ガイド」や「進路だより」（昨年度３学期発

行）、進路説明会（講演会）などは、児童生徒の進

路や卒業後の生活を考えるために役立っていると

思いますか。

「保健だより」や「給食だより」の内容は、子ども

たちの健康・栄養管理に役立つ内容になってい

ると思いますか。

「個別の教育支援計画」は、子どもの実態や保護

者・本人の願いを十分に踏まえ、一人ひとりの教

育的ニーズに応じた支援を学校と家庭が連携し

て行うためのツールとなっていると思いますか。

「PTA新聞」や「PTAだより」を通して、本校のPTA活

動について理解できましたか。



令和６年度 香川県立香川西部支援学校

Ａ Ｂ C D 合計 Ａ Ｂ C D 合計 Ａ Ｂ C D 合計 Ａ Ｂ C D 合計

19 6 19 6 0 0

76% 24% 0% 0% 76% 24% 0% 0%

6 12 6 12 0 0

33% 67% 0% 0% 33% 67% 0% 0%

16 10 16 10 0 0

62% 38% 0% 0% 62% 38% 0% 0%

Ａ Ｂ C D 合計 Ａ Ｂ C D 合計 Ａ Ｂ C D 合計 Ａ Ｂ C D 合計

23 2 9 9 22 4 54 15 0 0

92% 8% 0% 0% 50% 50% 0% 0% 85% 15% 0% 0% 78% 22% 0% 0%

22 3 8 10 17 9 47 22 0 0

88% 12% 0% 0% 44% 56% 0% 0% 65% 35% 0% 0% 68% 32% 0% 0%

23 2 7 11 18 8 48 21 0 0

92% 8% 0% 0% 39% 61% 0% 0% 69% 31% 0% 0% 70% 30% 0% 0%

23 2 15 3 24 1 1 62 6 0 1

92% 8% 0% 0% 83% 17% 0% 0% 92% 4% 0% 4% 90% 9% 0% 1%

24 1 18 25 1 67 2 0 0

96% 4% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 96% 4% 0% 0% 97% 3% 0% 0%

18 7 5 12 1 14 11 1 37 30 2 0

72% 28% 0% 0% 28% 67% 5% 0% 54% 42% 4% 0% 54% 43% 3% 0%

23 2 16 2 25 1 64 5 0 0

92% 8% 0% 0% 89% 11% 0% 0% 96% 4% 0% 0% 93% 7% 0% 0%

24 1 16 2 23 3 63 6 0 0

96% 4% 0% 0% 89% 11% 0% 0% 88% 12% 0% 0% 91% 9% 0% 0%

23 2 14 4 23 3 60 9 0 0

92% 8% 0% 0% 78% 22% 0% 0% 88% 12% 0% 0% 87% 13% 0% 0%

25 15 3 18 8 58 11 0 0

100% 0% 0% 0% 83% 17% 0% 0% 69% 31% 0% 0% 84% 16% 0% 0%

22 3 13 5 18 8 53 16 0 0

88% 12% 0% 0% 72% 28% 0% 0% 69% 31% 0% 0% 77% 23% 0% 0%

24 1 11 7 19 7 54 15 0 0

96% 4% 0% 0% 61% 39% 0% 0% 73% 27% 0% 0% 78% 22% 0% 0%

学校評価（教職員用）　集計結果

○全部の項目でA「できている」,B「どちらかといえばできている」評価を合わせると ほぼ１００％でした。
○メディア教育部、進路指導部、保健指導１のA評価「できている」が90％以上で特に高い評価でした。

教育
支援
部

   １ 「個別の教育支援計画」について、記
載内容がより充実したものになるよう、年度
当初の研修や部会等で作成手順や作成上
の配慮事項等について説明、周知する。

25 18 26

69

保健
部

25 18 26 69
１.シミュレーション研修や水上安全講習会
は、緊急時や事故の対応に備えるものに
なっている。

児童生徒が、あいさつ運動以外でも自発的
にあいさつができるように努める。

25 18

69

69

26

18 26 69

実態に応じた進路支援につながるように、
進路行事（実習や職場体験、事業所見学な
ど）を計画的に実施したり、「進路ガイド」や
「進路だより」を発行したりする。

令和6年度　 学校評価（教職員用）   集計結果

回収率 100％　（ 小職員 25 ・ 中職員 18 ・ 高職員 26  ） 全体数 69

【　Ａ：そう思う　　B:どちらかというとそう思う　C：あまりそう思わない　D：そう思わない　】

中
実態差の大きな生徒が参加する授業での、
目標設定や学習活動の工夫について、検討
し実践する。

18 18

全  体

小
６年間を見通した系統的な指導を行うため、
各教科や単元等の内容やねらいを明確にし
た年間指導計画の作成に取り組む。

25 25

部 評価内容（今年度努力点）
小学部 中学部 高等部

高
あいさつ運動やボランティア活動などの機
会を設定して、自己有用感を高めるように努
める。

26 26

69

69

人権・
同和
教育
部

児童生徒が実態に応じた人権学習に取り
組むことができるように、資料等を用意し、
学習内容について相談・支援に努める。

25 18 26 69

教務
部

年間学習指導計画を円滑に作成できるよう
に、様式を変えたり作成手順等を部会で周
知したりする。

25 18

全  体校務
分掌

評価内容 （本年度の努力点）
小学部 中学部 高等部

26

メディ
ア教
育部

1 児童生徒用・教員用１人１台タブレット端
末のアプリの精選を行い、必要なアプリをイ
ンストールする。

25 18 26 69

研究
部

各部での校内研究や研究授業は、「深い学
び」の実現に向けて児童生徒への指導を見
つめ直したり、授業改善の気付きを得たりす
る機会となっている。

25 18 26

総務
部

車椅子や装具を使用している児童生徒の避
難方法について共通理解を図り、避難訓練
では、状況に応じた避難行動ができるように
する。

25 18 26

進路
指導
部

2 本校の概要や学習活動の紹介をする
ホームページの更新、放送朝礼の企画と運
営、学校行事などの視覚支援機器の設営、
配信を行う。

25 18 26

25 18 26

２ 特別支援学校のセンター的機能の役割
を踏まえて、地域の学校園等の特別支援教
育に携わる教職員や関係機関に対して、特
別支援教育講演会や連携協議会等を通じ
て幅広く新しい情報提供を行う。

25 18 26

生徒
指導
部

69

2 保健・給食目標に沿った放送、掲示、たよ
り等で健康や食・栄養の情報発信に努めて
いる。

25

69

69



令和６年度 香川県立香川西部支援学校

   

令和6年度　 学校評価（教職員用）   集計結果

できている
68%

どちらかといえばでき

ている
32%

人権同和教育部 ：児童・生徒が実態に応じた人権

学習に取り組むことができるように、資料等を用意

し、学習内容についても相談・支援に努める。

できている
70%

どちらかといえばでき

ている
30%

研究部 ：各部での校内研究や研究授業は「深い

学び」の実現に向けて児童生徒への指導を見つ

め直したり、授業改善の気付きを得たりする機会

となっている。

できている
90%

どちらかといえばでき

ている
9%

できていない
1%

メディア ：1.児童生徒用・教員用１人１台タブレッ

ト端末の精選を行い、必要なアプリをインストール

する。

できている
97%

どちらかといえばできて

いる
3%

メディア ：２.本校の概要や学習活動の紹介をする

ホームページの更新、放送朝礼の企画と運営、学校

行事などの視覚支援機器の設営、配信を行う。

できている
54%

どちらかといえばでき

ている
43%

あまりでき

ていない
3%

生徒指導 ：児童生徒が、あいさつ運動以外でも

自発的にあいさつができるように努める。

できている
93%

どちらかといえ

ばできている
7%

進路指導部 ：実態に応じた進路支援につながる

ように、進路行事（実習や職場体験、事業所見学

など）を計画的に実施したり「進路ガイド」や「進路

だより」を発行したりする。

できている
91%

どちらかといえば

できている
9%

保健指導部 ：１.シミュレーション研修や水上安全講

習会は、緊急時や事故の対応に備えるものになって

いる。

できている
87%

どちらかと

いえばでき

ている
13%

保健指導部 ：２.保健・給食目標に沿った放送、

掲示、たより等で健康や食・栄養の情報発信に努

めている。

できている
78%

どちらかと

いえばでき

ている
22%

総務部 ：車椅子や装具を使用している児童生徒

の避難方法について共通理解を図り、避難訓練

では、状況に応じた避難行動ができるようにする。

できている
76%

どちらかと

いえばで

きている
24%

小学部：６年間を見通した系統的な指導を行うた

め、各教科や単元等の内容やねらいを明確にし

た年間指導計画の作成に取り組む。

できている
78%

どちらかと

いえばでき

ている
22%

教務部 ：年間学習指導計画の作成が円滑にで

きるように、様式を整えたり作成手順等を部会で

周知したりする。

できている
33%

どちらかと

いえばでき

ている
67%

中学部：実態差の大きな生徒が参加する授業での、

目標設定や学習活動の工夫について、検討し実践

する。

できている
62%

どちらかと

いえばでき

ている
38%

高等部：あいさつ運動やボランティア活動などの機

会を設定して、自己有用感を高めるように努める。

できている
84%

どちらかと

いえばでき

ている
16%

教育支援部：１.「個別の教育支援計画」につい

て、記載内容がより充実したものになるよう、年度

当初の研修や部会等で作成手順や作成上の配

慮事項等について説明、周知する。

できている
77%

どちらかとい

えばできて

いる
23%

教育支援部 ：２.特別支援学校のセンター的機能の役割を

踏まえて、地域の学校園等の特別支援教育に携わる教職員

や関係機関に対して、特別支援教育講演会や連携協議会等

を通じて幅広く新しい情報提供を行う。



令和6年度　学校重点目標・評価票 評定:  A：できた　B：まあまあできた　C：あまりできなかった  D：できなかった

学校 重点目標 目標達成の具体的方策 年度末評価 評定

学

校

全

体

〇自ら考え、行動する児童生

徒の育成

課題解決に向けて自ら思考し

判断する力や、自己選択、自

己決定、自己表明する力を育

成する。

・授業をはじめ学校生活において、思考したり学んだことを生

活に生かしたりするための場面設定を行う。

・研究テーマである「深い学び」と関連付け、実践をもとに検

証する。

本校研究とも関連付けながら取り組むこと

ができた。研究授業では、児童生徒の選択

場面を工夫したり、思考を促す問いかけをし

たりするなど、教師の工夫した取組により児

童生徒の変容が見られた。今後、定着やさ

らなる深化を図る必要があるが、一定の成

果は見られたと感じている。

A

学部 重点目標 目標達成の具体的方策 年度末評価 評定

小

学

部

○6年間の系統性を考慮した

年間指導計画を検討する。

・６年間を見通した系統的な指導を行うため、各教科や単元

等の内容やねらいを明確にした年間指導計画の作成に取り

組む。

今年度は音楽科の指導内容を中心に取り

組んだ。系統性を考慮しながら各活動で取

扱う曲を、各学年３曲ずつ選曲して一覧表

を作成した。また、年度末に取扱った曲以外

に楽器、リズム等を明記することで学びの履

歴として、６年間を見通した系統性のある指

導に反映できるようにした。一覧表を作成す

る過程で、指導内容や配慮事項等について

共通理解を図ることもできた。

B

中

学

部

○実態差の大きな生徒が参

加する授業での、目標設定や

学習活動の工夫について実

践・検討する。

・研究授業を行う。

・生徒個々に「卒業までに身に付けてほしい内容」を選定し、

個別の指導計画・年間学習指導計画、授業に反映させる。

・個別の指導計画を作成する際に、生徒の目標同士を比べな

がら検討する。

研究授業では、生徒の実態や学習活動に

応じて、効果的なグループを編成したり、グ

ループ別の学習を設定したりするなど実態

差に対応する支援や工夫を行うことができ

た。また、学習習得度確認表をツールとし

て、生徒一人ひとりの「卒業までに身に付け

てほしい内容」を学年で話し合う過程を通

して、目標設定や学習活動などに反映させ

ることができた。

B

高

等

部

〇ボランティア活動などの機会

を設定し、社会につながり地

域に貢献する意識を育てる。

・生徒会活動の一環として、毎月20日の朝、正門前で交通安

全の呼びかけを行う。

・5月と11月にJR観音寺駅の花壇の植替え作業を行う。（農

園班）

・「チャレンジ！グリーン活動」（香川県教育委員会）に参加す

る。（紙工班・生徒会）

上記のほか、生徒からアイディアを募集し、生徒の主体的な

取組につながるよう支援し、次年度以降も継続できる活動と

なるよう整備する。

生徒会活動での交通安全の呼びかけは今

年度行うことができなかったが、あいさつ運

動は定期的に行うことができた。JR観音寺

駅の花壇の植替え作業はしっかりと行うこと

ができ、四国「鉄道の日」の四国運輸局長

表彰を受賞させていただいた。また、今回

「チャレンジ！グリーン活動」には参加しな

かったが、香川ビルメンテナンス協会による

清掃の出前授業を行ってもらい、清掃につ

いての知識を高めるとともに、学んだことを

職業の時間を利用して実践することで校内

の美化に努めることができた。

B

校務部 努力目標 目標達成の具体的方策 年度末評価 評定

教

務

部

年間学習指導計画を円滑に

作成することができるように、

様式や作成手順(スケジュー

ル)　等を整える。

・各部の実状に応じて、合わせた指導の中で取り扱われる教

科を明記した様式を整える。

・効率よく作成できるように、学期ごとにねらいや指導内容等

を確認したり、年度末に年間指導計画の試案を作成したりす

るなど、手順を調整し作成手順表を作成する。

・作成手順の詳細は、部会を通じて適宜周知することで、円滑

に作成できるようにする。

・系統性のある計画を作成できるよう教育課程係を中心に校

務部会で情報共有するとともに、各部の年間学習指導計画を

タブレット端末やPCで自由に閲覧できるようにする。

・各部の実情に応じて予定や計画どおり円

滑に作成することができた。次年度に向け

て、小学部では、各教科等を合わせた指導

で取り扱う教科ごとにねらい等を記載でき

るようにすることで、教科の目標や内容の設

定に結び付くようにしていく。中学部は、フォ

ントを統一した様式にし、より見やすくなるよ

うに改訂した。高等部は、年度初めの業務

負担の軽減と計画の系統性を狙い、年度終

わりの年間指導計画の作成を、専科中心に

進めていく。

B

人

権

・

同

和

教

育

部

各部の児童生徒の実態に応じ

た人権学習を推進する。

・学期末に人権だよりを発行し、学習活動の様子やトピックス

を伝える。できるだけ、児童様子の活動写真を掲載する。

・年３回の人権学習週間を設け、１・３学期は指導略案を作成

して、各クラスで児童生徒の実態に応じた授業を行う。２学期

は全校で人権作品作りに取り組む。具体的な方策の一つとし

て、授業内容を考える際、過去の指導略案や資料等を参考で

きるように職員室の棚に置き、全教職員が閲覧できるようにす

る。

・人権だよりには、様々な学年の人権学習の

様子を掲載したり、学習発表会では、人権

展で作品展示したり発信ができた。

・書籍や映像資料は限られているが、各クラ

スで創意工夫して、人権学習に取り組んで

もらえた。

・次年度は、様々な情報をタイムリ－に先生

方と共有し、人権感覚が豊かになるように

努めたい。

B

年度当初 年度末

年度当初 年度末



グランドデザインや各部の指

導目標を踏まえ、児童生徒一

人一人の可能性を最大限に

伸ばす指導力や専門性を高

めるために、校内研究を推進

する。

・グランドデザインの実現につながる全校テーマと各部毎の

研究テーマのもと、各部で研究授業、研究討議等を中心とし

た校内研究を進める。まとめとして年度末に研究集録を作成

する。

・発達検査等によるアセスメントを実施し、指導計画作成の資

料とする。

・他の学級や学部の授業を自由に参観し合う相互参観週間

を設け、相互理解や学部間のつながりを深めて系統的な指

導に生かす。

・今年度も各部で研究授業を中心に、全員

で研究を進めることができた。研究集録に

ついては、２年間の取組をまとめることに

なっている。初めてのことなので、検討事項

があれば来年度以降に向けて検討していき

たい。

・相互参観については、職員の年休等によっ

て空き時間がうまくとれず、参観できなかっ

た人が多かった。来年度以降は「１コマ以

上」の縛りをなくし、１０分間だけでも参観し

てもらうよう呼び掛ける。

B

教職員の資質や専門性の向

上に役立つよう、他分掌と連

携して研修を計画・実施する。

・専門知識や指導方法、教育的な視点を学ぶ機会として、ス

キルアップ研修会を実施する。

・各種研修会の案内や書籍紹介等、特別支援教育について

の最新情報等の周知を行う。

・講師を担当してくださった先生方を始め、

他分掌の先生方のご協力のおかげで、スキ

ルアップ研修には好評をいただいている。

・書籍、研修会等、適切に周知を行うことが

できた。香川大学教育学部附属特別支援

学校の公開授業について、初任者２名が参

加した。相互公開授業については、本校へ

の参観は申し込みがなかったが、他校の授

業を２名が参観した。

B

児童生徒用・教員用１人１台タ

ブレット端末のアプリの精選を

行い、必要なアプリをインス

トールする。

・有料アプリの購入希望調査を取り、必要なアプリをインス

トールする。

・無料アプリの購入申請があれば、随時インストールする。

タブレット端末の一括管理を行っている

「Jamf」に不具合があるときを除き、児童生

徒用・教員用１人１台タブレット端末に必要

なアプリをインストールすることができた。

B

本校の概要や学習活動の紹

介をするホームページの更新、

放送朝礼の企画と運営、学校

行事などの視覚支援機器の

設営、配信を行う。

・各部の行事を中心とした、ホームページを適時更新するとと

もに、閲覧の啓発を行う。

・本校の教育活動が端的に伝わるよう、学校紹介VTRを作

成・更新する。

・児童生徒が活動する様子を動画にまとめた放送朝礼を定

期的に行う。

・式典や学校行事などの視覚支援教材の作成や視聴覚機器

の設営、配信の計画を行う。

ホームページについては、メディア教育部の

ホームページ担当者が行事・学習活動の様

子をタイムリーに更新することができている。

放送朝礼や学校行事の配信については、積

み重ねてきた経験を活かし、今後も継続して

行っていきたい。

A

あいさつ運動以外でも日常に

おいて自発的にあいさつがで

きるように引き続き取り組む。

・原則、毎月第１・３月曜日をさわやかあいさつの日とし、実態

に応じた挨拶の方法を身に付ける機会を設定する。

・生徒会役員を中心に、生徒会活動を活性化し、明るく楽しく

元気よく学校生活を送ることができるように役員改選。全校

集会・放送、さわやかあいさつ運動等を行う。

中学部・高等部の生徒会役員によるさわや

かあいさつ運動を月2回ずつ実施すること

ができた。自発的に挨拶ができるように引き

続き積極的な挨拶励行の指導を継続して

いく必要がある。

B

児童・生徒が安心、安全に過

ごせるように課題未然防止教

育に取り組む。

・交通安全教室、携帯スマホ安全教室、消費生活講座、自転

車安全教室、薬物乱用防止教室などの各種教室を適切な時

期に行う。

・計画していた各教室を実施することができ

た。外部からの講師の先生方の専門的なご

指導をして頂き、安全指導に結びつけること

ができた。

A

進

路

指

導

部

実態に応じた進路支援につな

がるように進路情報を提供す

る。

・[改訂版]進路ガイドを発行し、活用の機会を設ける。

・進路に関する説明会や講演会を実施し、卒業後の生活につ

いて考える機会を設ける。

・職員対象の事業所見学会や研修会を実施し、進路状況や

進路情報を提供する。

・「進路ガイド」を発行し、懇談や研修で活

用していただけた。卒業後の生活を考える

参考資料として、今後も活用する機会を提

案したい。

・職員対象の「事業所見学会」や自立支援

協議会主催の「三観福祉の居場所説明

会」などを開催し、情報収集や相談する機

会を提供することができた。

・職員対象の研修等を通じて情報提供をし

ているが、その活用はそれぞれの意識による

ところが大きい。今後も積極的に進路情報

を提供する中で共通した認識をもてるように

していきたい。

B

生

徒

指

導

部

研

究

部

メ

デ

ィ
ア

教

育

部



感染症の拡大や事故を未然

に防ぐことができるように、保

健に関する啓発活動を行った

り、緊急時の対応に備えるた

めの職員の研修を計画・実施

したりする。

・手洗いや換気等の感染症対策に関する啓発と、感染状況の

情報を提供する。

・心肺蘇生法やAEDの使用手順等の講習をしたり、各部で救

急体制シミュレーションを行ったりする。

・県内の感染症流行情報を保健だよりや保

健室前掲示板、日報等で積極的に周知する

ことができた。

・心肺蘇生法はプールでの実施が久しぶり

にでき、約8割の教員が参加し、事後アン

ケート結果からも開催の効果が感じられた。

A

健康で衛生的な日常生活を

送るために、健康の保持増進

に関する保健教育を推進す

る。

・保健目標や給食目標、それに沿った一口メモ等を放送する。

・児童生徒の実態に合わせたブラッシング指導や性に関する

指導等を行ったり、教材の紹介やデータの管理を行ったりす

る。

・保健・給食の年間計画にある目標に基づ

き、中学・高等部の委員会の生徒の力を借

りて日々放送ができた。

・全学部・クラスでブラッシング指導を行うこ

とができた。性に関する指導教材をまとめ紹

介することで、教職員が活用しやすくした。

A

個別の教育支援計画が、児童

生徒の将来の姿をイメージし

て、家庭や関係機関と連携し

ながら支援するためのツール

となるよう、記載内容の充実を

図るとともに具体的な活用の

流れを整備する。

・個別の教育支援計画の記載内容について手引きや研修等

を通して共通理解を図り、一人ひとりの教育的ニーズに応じ

た支援ができるようにする。

・関係機関や保護者、担任等が、サービス担当者会議など関

係機関との連携の場にて、個別の教育支援計画やサポート

ファイル「かけはし」をもとに学校の取組や連携体制を確認

し、共通理解のもと指導支援が進められるよう、具体的な活

用の方法を示す。

・４月の職員研修の資料の改善を図り、作

成手順とともに主に「目標」「支援方法及び

内容」の欄を記入する上での配慮事項等に

ついて説明・周知することができた。

・サービス担当者会議における「個別の教

育支援計画」の活用方法について、７月の

職員会議で具体的な活用の方法を示すこ

とができた。

B

特別支援学校のセンター的機

能の役割を踏まえて、地域の

学校園の特別支援教育に携

わる職員や在籍する児童生徒

の保護者、関係機関に対して、

特別支援教育に関する幅広く

新しい情報提供及び相談支

援等を行う。

・職員一人ひとりがセンター的機能の役割の担い手であると

いう意識や意欲をもって地域の学校園への連携訪問や相談

支援が行えるよう、校内研修の内容や方法を工夫する。

・地域の連携協議会等に参加し、 児童生徒に適切な教育的

手だてを提供するために関係機関の連携・協力を得られるよ

う、 情報提供や意見交換等を行う。

・ホームページやリーフレットの配付等を通じて、本校の取組

や特別支援教育講演会、教育相談会の周知に努める。

・「すっさくセミナー」の講師や内容を充実し

たものにすることができた。

・地域の連携会議等に参加し、関係機関と

情報共有や意見交換を行うことで、ネット

ワークや協力体制を確認することができた。

・特別支援教育講演会や教育相談会等に

ついて、ホームページで情報を発信すること

ができた。

B

ＰＴＡ組織が各行事をスムーズ

に実施できるよう役割分担を

し、互いに協力してできるよう

に支援する。

PTA活動の内容、実施方法を検討して見直し、リーダーや本

部役員の役割分担を明確にしたり、総務の職員全員が行事

を分担したりして協力する。

・今年度は10校PTAの事務局であったが、

PTA本部役員を中心に多くの会員の参加

を得て、運営委員会、全体会ともにスムーズ

に運営することができた。座談会は大雨の

ため中止になったが、環境委員会活動と５

年ぶりに進路先見学を実施することができ

た。

A

児童生徒の避難体制及び避

難経路の確認・徹底を図る。

車椅子や装具を使用している児童生徒の避難方法について

共通理解を図ったり、避難訓練では、より実践的な設定をした

りし、状況に応じた避難行動ができるようにする。

・車椅子や装具を使用している児童生徒が

エレベーターを使用せずに避難する訓練を

行い、共通理解を得る場を設けることができ

た。２学期には中・高等部が作業学習の時

間に訓練を行い、学級学年グループでない

場合の避難経路、避難方法について確認

し、同時に放送機器が使用できない場合を

想定して、職員の連絡の取り方、避難誘導

の仕方を確認し、訓練することができた。

A

総

務

部

保

健

部

教

育

支

援

部



 

学校評議員会での学校評議員のみなさんの意見 

 

〇 すべての部において組織的・機動的に運営され、児童生徒の実態に応じた学校づくりが

展開されていると思います。 

 

〇  ICT（情報通信技術）の適切な活用は、もはや学校づくりに欠かせないものであること

を改めて認識しました。災害やパンデミックなどの発生に際しても多くのメリットを生むもの

であると考えます。 

 

〇 保護者用と教職員用では、評価項目と評価内容（努力点）という違いがあるものの、どち

らも各項目・各内容で A 評価と B 評価を合わせるとほぼ 100%に達している結果となっ

ており、高く評価できると思います。 

   また、保護者用の回収率が小学部、中学部、高等部のいずれも 90%以上であることは、

集計結果と同等以上に高く評価できる点であると考えます。 

 

〇 各種「～たより」については、どれも紙面に工夫があり、児童生徒の様子が分かりやすく

伝わってくる点に好感を持ちました。 

 

〇 保護者用の評価で、昨年はD「そう思わない」の評価がいくつか見られたが今年は０にな

っており、C「あまりそう思わない」評価も少数である点は評価されるべき点だと思います。 

 

 

～ その他 ～ 

学校評議員の方々から「ＩＣＴの活用、ＤＸの推進について」「デジタル教科書について」

「働き方改革について」「今後の障害福祉サービスについて」の質問やご意見があり、意見

交換を行いました。 


